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角田市
②学校と地域の

課題
学校支援ボランティ

アの確保・育成

各学校で募集している学校支
援ボランティアで充足していな
い内容があり、課題となってい
る。

学校が必要としている支援要請に応じ
て、住民から学校を支援するボランティ
アを募り、市全体で学校の教育活動を
支えていく。

学校が必要としている支援内容
に対して、ボランティアを派遣
し、地域と学校が連携・協働し、
幅広い地域住民の参画により、
地域全体で子ども達の成長を支
え、地域の人と人とのつながりを
つくる。

各学校が求める支援内容
に対してボランティアに登
録した市民の数

30 件 40 45

令和５年度は、ボランティアの登録数も増え、地域の方が学
校に入り、学校の教育活動を支えることができた。今後も地
域全体で子ども達の成長を支えられるよう、学校を支援して
いただけるボランティアを募っていく。

角田市
②学校と地域の

課題
青少年の健全育成

全国的に人口減少、少子高齢
化となっている今日、学校を核
とした地域と連携・協働の取組
を通じて、子どもたちに地域へ
の愛着や誇りを育み、これから
の将来を担う人材育成を図る
ことが課題となっている。

地域学校協働本部を設置し、協働活動
への評価や検証を行う。

地域への関心や地域貢献の意
欲について、前向きに捉える児
童生徒の割合を全国平均値と
同等にする。

小学６年生、中学３年生
の「全国学力・学習状況調
査」の質問紙調査の中か
ら、児童生徒の地域や社
会に関わる質問事項を活
用し、児童生徒の意識を
全国平均値と比較。

【質問事項１】　「今住んで
いる地域の行事に参加し
ていますか。」
【質問事項２】　「地域や社
会をよくするために何かし
てみたいと思いますか。」

【質問事項1】
小6　－1.5
中3　－8.5

【質問事項２】
小6　－6.6
中3　－1.3

％

【質問事項1】
小6  0
中3  0

【質問事項２】
小6　0
中3　0

【質問事項1】
小6　＋5.0
中3　－3.1

【質問事項２】
小6　－2.1
中3　＋3.3

現状の数値より、令和５年度については、児童生徒の地域
や社会に関心をしめす数値が、全国平均値に近づいてきて
いる。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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